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中生、耐冷、いもち病抵抗性、良質・良食味

水稲新品種「ちば28号」の育成

西川康之・林玲子・和田潔志・長島正・斎藤幸一・小山豊・渡部富男
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千葉県の水稲品種の作付面積比率は、早生品種では

1981年に27.8％を占めていたが、1980年前後に頻発した

冷害の影響により、1997年には3.4％まで減少した。し

かし、1998年から始まった「ふさおとめ」の普及・定着

によって、2004年現在では12.4％まで回復した。一方、

「初星」に代表される中生品種は、1995年には24.8％を

占めていたが、その後減少し、2004年現在では４．６％ま

で低下した。「初星｣は耐倒伏性及びいもち病抵抗性が強

く、栽培しやすい多収品種であるが、耐冷性が弱いため、

冷害年の1993年及び'998年には障害不稔が多発した。さ

らに、登熟期間が高温で推移する近年では、乳白米や背

白米等の未熟粒が恒常的に発生するようになった。これ

らの要因による「初星」の作付面積激減が中生品種減少

の原因である。

近年は、冷害年またはそれに準ずる天候不良年が周期

的に出現する一方、登熟期間に高温が続く年が頻繁に発

生するなど、気象変動の大きい状況が続いている。

また、農産物の安全性や環境にやさしい農業に対する

消費者の関心が高まり、ちぱエコ農業に代表される減農

薬栽培の取り組みが増加し、広域的な航空防除が減少し

始めるなど薬剤防除体系の見直しが進んでいる（千葉県

農業共済組合連合会、2003)。

千葉県農業総合研究センターでは、このような自然環

境や社会環境の変化に対応できる品種の育成に取り組み、

登熟期間が高温になる年でも玄米外観品質が良好で、耐

冷性やいもち病抵抗性が強い良質･良食味の中生品種｢ち

ば28号」を育成したので報告する。

本品種の育成に当たり、系統適応性試験、奨励品種決

定基本調査の本調査及び現地調査を担当された関係各位

には多大なるご協力をいただいた。特に、千葉県農業総

合研究センター生産技術部水田作研究室主席研究員在原
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克之博士、同育種研究所水稲育種研究室成東育成地鎌形

民子主席研究員、平井達也上席研究員、奨励品種決定基

本調査現地調査担当農家である成田市の出山雅洋氏、旧

干潟町（現旭市）の菅谷哲夫氏、長生村の斉藤豊巳氏、

鴨川市の小原辰夫氏、栗源町の堀越一雄氏に厚くお礼を

申し上げます。

Ⅱ育成経過

「ちば28号」の系譜図を第１図に、育成経過を第１表に、

育成系統図を第２図に示した。

１．育種目標及び交配組合せ

成熟期は「初星」並の中生で、耐倒伏性、いもち病抵

抗性、収量性及び玄米千粒重は「初星」と同等で、耐冷

性及び玄米外観品質は｢初星｣より優れ、「コシヒカリ」並

の良食味品種の育成を育種目標とした。1995年に旧千葉

県農業試験場・北総営農技術指導所・水田作営農研究室

（現千葉県農業総合研究センター・育種研究所．水稲育

種研究室：佐原市、以下、育成地と示す）において、愛

知県農業総合試験場・旧山間技術実験農場（現山間農業

研究所）が育成した耐倒伏性及びいもち病抵抗性が強く、

良質.良食味の中生系統「中部64号」（愛知県農業総合試

コシヒカリのCo60照射

34-11B(蛾睡）
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第１表「ちば28号」の育成経過

年度栽培期悶世代育成経過養成規模鞭職 選 抜 経 過

８月交配(交配番号佐交95-80）

7６

交配

199511～3月Ｆ１ 6個体５個 体 世 代 促 進 温 室 で 養 成

２．初期世代（Ｆ１～F3)、個体選抜（F4）及び単独系統選

抜（Fs）

1995年11月～1996年３月に温室内でＦ１世代６個体を世

代促進した。1996年６～10月に露地（畑苗代)で約1,000

個体のF2世代を、また、同年12月～1997年３月に温室内

で約1,800個体のF3世代を無選抜で集団栽培し、世代促

進した。

1997年には1,800個体のF４世代をほ場に１本植えし、

生育、稔実及び登熟状況により86個体をほ場選抜した。

さらに、玄米外観品質によって39個体を室内選抜した。

1998年にはF5世代39単独系統を供試し、出穂期、生育、

6～1０月Ｆ２無選抜集団約1,000個体全個体ほ場で集団養成
1９９６

奨決木調査2年目(佐原､千葉､成東）
及び現地調査(干潟､栗源､成田、長生､鴨川）
｢千葉28号｣は､耐冷性､いもち病抵抗性､耐倒伏性､収量性及び
品質･食味が優れ､各地で有望視
｢ちば28号｣と命名して種苗法に基づく品種登録申請

12～3月Ｆ３無選抜集団約1,800個体全個体世代促進温室で集団養成

１系統

(１０個体）

I弱7－5二頭一Ｆ１一個床選疲1,800個体３９個体ほ場選抜86個体､玄米外観品質による室内選抜39個体

1系統群
(5系統）

19984～9月Ｆ５単独系統選抜３９系統

系統群系統
20034～９月Ｆ１０

選抜

職篭繍鱗柵…
5系統群
(20系統）

系統群系統
選抜

19994～９月Ｆ６

1９９７１９９８１９９９２０００２００１２００２２００３

３．生産力検定試験（F6世代以降）

1999年はF6世代５系統について系統群系統（５系統群

20系統）として系統選抜し、固定を図るとともに、生産

力検定試験及び耐冷性、いもち病ほ場抵抗性、食味等の

特性検定試験を行い、４系統を選抜した。４系統のうち、

後に「ちば28号」となる「99036」は、成熟期が「初星」

並で、倒伏や穂いもちに強く、収量性が高く、玄米千粒

重は「初星」並で、玄米外観品質及び食味が良好な結果

から、有望と認められたので、「佐系1040」と命名した。

2000年はF7世代の系統選抜を進めるとともに、４系統

を生産力検定試験（奨励品種決定基本調査予備調査を兼

央予備試験を兼ねjＺ

０００４～９偶

i奈論総識器器挫
]０１４～９鵬

纂二窪諜
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第２図「ちば28号」の育成系統図

験場山間技術実験農場、1987，千葉県農業試験場、1991）

を母とし、耐冷性が強く、粒大が大きく、玄米外観品質

が良好で良食味の早生系統「千葉６号（ふさおとめ)」

（渡部ら、1998）を父として交配を行った（交配番号：

佐交95-80)。

紺
99036佐系１０４０ 千葉２８号ちば2８９．系統瀞号及交配番号

び地方番号佐交95-80

千集６号
(ふさおとめ）

Ｉ［

稔実状況、登熟状況、葉いもち抵抗性及び玄米外観品質

により、５系統を選抜した。後に「ちば28号」となる系

統番号「242」は、出穂期が「初星」並で、葉いもちに

強く、強稗で、穂の基部の登熟がやや劣るようにみられ

たが、大粒で玄米外観品質は良好であった。
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ねる）及び特性検定試験に供試し、「佐系1040」以下２系

統を選抜した。

2001年にはF:世代である「佐系1040」を、育成地（佐

原市）での生産力検定試験（以後、奨励品種決定基本調

査本調査を兼ねる）及び特性検定試験、さらに、生産技

術部水田作研究室（千葉市）及び育種研究所水稲育種研

究室成東育成地（成東町)での生産力検定試験（地域適応

性検定試験：奨励品種決定基本調査本調査及び現地調査

を兼ねる）に供試した。「佐系1040」は、成熟期、収量性、

玄米千粒重が「初星」並で、耐倒伏性に優れ、玄米外観

品質及び食味が「初星」に比べて明らかに良好で、３か

所ともに有望と判断されたので、地方番号「千葉28号」

を付与した。

2002年はＲ,世代を生産力検定試験（佐原市、千葉市）

と奨励品種決定基本調査現地調査（以下、現地試験と示

す：成東町、干潟町、長生村）に供試した。同年は登熟

期間に当たる８月第２～３半旬の気温が、平年より２～

５℃高く、日平均気温で28～29℃、日最高気温で32～３５

℃の高温で推移した。このため、玄米外観品質は｢初星」

や｢コシヒカリ」などの品種で低下したが、「千葉28号｣で

は各地とも良好であった。さらに、「千葉28号」は耐倒伏

性、収量性に優れていた。

2003年はＦ１･世代を生産力検定試験と現地試験（成東町、

干潟町、成田市、長生村、鴨川市、栗源町）に供試した。

同年は７月上旬から８月中旬にかけて、低温と日照不足

が長期間続いたが、干潟町（対照「初星｣）と谷津田地帯

のいもち病常発地に設置した栗源町(対照｢ひとめぽれ｣）

の現地では、「千葉28号」は対照品種に比べて、穂いもち

病の発生が明らかに少なかった。さらに、各地の生産力

検定及び各地域の現地試験で玄米外観品質が良好となり、

不稔の発生がほとんどなく、有望と認められたので、「ち

ば28号」と命名して、2004年３月に種苗法に基づく品種

登録を申請した。

2004年は引き続き生産力検定試験と現地試験（成東町、

干潟町、成田市、長生村）に供試した結果、各地域とも

有望と認められ、2005年２月に本県の奨励品種として採

用された。

Ⅲ特 性

特性については、審査基準国際統一委託事業調査報告

書（(社)農林水産先端技術産業振興センター、2004）に

従い、育成地での観察及び調査に基づき分類した。「ち

ば28号」の種苗特性分類一覧は附表に示したとおりであ

り、以下の本文中では「ちば28号」の特性を『』書き

で標記した。

第２表苗の生育（稚苗）

1．３

１．３

１．７

育苗

日数
（日）

第１地上部地上部
葉 鞘高乾物重乾物重
（ｃ、）（ｍｇ／本）／草丈

査
点

調
地

葉齢
（葉）

草 丈
(ｃ、）

品種名

ちぱ28号４．４４．２５

7７

【）‐９４

］‐９
r可

L』

L,

研 究室

( 千葉市）
初星

コ シヒ カリ

２１ ２．２

２．０

１３，２

１５．５

５．１

４．８

１３．４

１４．４

１．０２

０．９３

０
８
７

３
２
２

注ｌ）育苗は育苗器を用い、３０℃２日間加温出芽し、その後はハウス内で管理した。

２）佐原市は2002年～2004年の平均値、千葉市は2002年の値で示した。

第３表生産力検定における「ちば28号」の出穂期、成熟期、成熟期の生育及び病害発生程度
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第４表現地試験における「ちば28号」の出穂期、成熟期、成熟期の生育及び病害発生程度
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病害
発生程度

窒素施用戯

(kg／lOa） 穂長穂数倒伏
(c､）（本/㎡)程度

出穂期成熟期稗長
(月・日）（月・日）（c､）調査地点品種名騨煽値認

3２２

３８１

０．０

０．０

穂い紋枯
もち病基肥穂肥

1８．５

１９．９

０
７
７

●
●
ひ

０
０
０

２
０
７

①
●
●

３
３
２

420

473

４１３

0.4

1.0

2.7

1８．８

１８．３

１９．３

8．３１

９．２

９．８

7４

７９

９１

7．２５

７．２６

７．３１

ちば28号

初星

コシヒカリ

０
０
０

●
●
●

３
３
３

5．１０

５．１０

５．１０

０
０
０

●
写
●

６
６
６

4．１９

４．１９

４．１９

成東町

3.0

3.0

2.3

2.8

394

478

1．４

１．７

1．０

１．５

８１

８６

1８．４

１８．２

9．２

９．１干潟町；ば28量淵
7．２７

７．２７

5.4

5.4

3．１

３．１

１
１

●
●

５
５

7２

７６

２．７

３．３

0.5

0.7

420

466

0.7

0.9

7３

７６

1８．１

１７．５

8．２３

８．２２長生村烏ば28量鵬
7．２０

７．２０

4.3

4.3

6.4

6.4

4．２２

４．２２

4．２

４．２

0.5

0.8

0.3

０．３

２．０

２．０

1８．１

１７．４

400

450

6９

７４成､市；ば28量捌
7．１９

７．２０

8．２６

８．２５

2.4

2.4

3.0

3.0

7８

３．０

３．０

1.0

1.0

０．０

０．０

注）2001年、噴露接穂法（胞子懸濁液を稲体に噴霧後、２５℃、湿度95％

以上、暗黒条件の接種箱内に放価。接棚１週間後に調査）による反

応。Ｒは抵抗性反応。Ｓは羅病性反応（農業研究センター、1995)。

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｒ

８．２３

８．２５

7６

７８職川市柵蹴潟
2.0

2.0

7．１２

７．１６

4．２０

４．２０

１．形態的特性

稚苗育苗における苗の草丈は、「コシヒカリ」より３～

４ｃｍ短く、「初星」並であり、地上部乾物重／草丈は

「コシヒカリ」より大きく、「初星」並で、充実した苗

である(第２表)。

稗長は70～75ｃｍで、「初星」より５ｃｍ、「コシヒカリ」

より15～20ｃｍ短い『やや短』であり（写真１)、穂長は

約19ｃｍで、「初星」よりやや長く、「コシヒカリ」並の

『やや短』である。また、穂数は390～470本／㎡で、「初

Ｒ
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｒ

３．５

４．５

2.0

2.0

０．０

０．５

1７．５

１７．２

3３４

２８１

ちば28号

新２号
愛知旭
藤坂５号
クサブエ

フクニシキ

９．５

９．６梁源町挺奮蹴
7.30

8.1

2.0

２．０

推定
遺伝子型

Pja,〃ｊ
＋

′ｊａ

便ｊｊ

ＰｉＡ

′iｚ

5．７

５．７

２．生態的特性

（１）早晩性

「ちば28号」の出穂期は「初星」並～１日早く、「コシ

ヒカリ」より６～７日早い。成熟期は「初星」並～２日

遅く、「コシヒカリ」より９～10日早い。千葉県では『中

生』品種に属する。

（２）いもち病抵抗性

レース番号007,033,035の３菌系の胞子懸濁液を４葉

期の幼苗に噴霧接種した反応(農業研究センター、1995）

から、「ちば28号」のいもち病真性抵抗性遺伝子型はPitz、

”と推定された（第６表)。いもち病ほ場抵抗性は、葉

いもちが「初星」並の『中』で、穂いもちは「初星」よ

り強く、「コシヒカリ」や「ひとめぼれ」よりも明らか

に強い『強』である（第７表)。

（３）耐冷性

世代促進温室の暗室部を利用した17℃、１週間の冷温

処理の結果、「ちば28号」の不稔率は耐冷性極強の基準品

成田市が2003年～2004年、鴨川市及び栗源町は2003年であり、注ｌ）調査年次は、成東町、干潟町及び長生村が2002年～2001年、

各地とも平均値を示した。

２）倒伏程度及び病害発生程度は０（無）～５（甚)。

星」より50～80本／㎡少なく、「コシヒカリ」並の『中』

で、草型は『中間型』に分類される（第３及び４表)。

株は「初星」に比べてやや開張し（稗の形状『半立～

開』)、稗の太さは「初星」より太く、「コシヒカリ」並

の『中』で、稗質は「コシヒカリ」より硬い。

止葉の葉身の姿勢は、出穂期では「初星」や「コシヒ

カリ」並の『立～半立』で、成熟期では「初星」や「コ

シヒカリ」よりやや立つ『半立』である（写真２)。

穂の粒着密度は｢初星｣よりやや密で、「コシヒカリ」よ

り疎であり、苦の発生程度は「初星」や「コシヒカリ」

より少なく、苦長は「初星」や「コシヒカリ」と同等に

短い（第５表)。

第５表粒着密度、穂軸の抽出度

及び苦の発生状況（育成地）

品種名

棚粒謡度聯

００７

(稲86-
137）

苦の

発生率
（％）

苦長

(m､）

０３３

(TH68-
l26）

ちば28号
初星

コシヒカリ

9.3

9.1

9.3

９
８
９

●
●
の

５
６
８

12.1

44.9

４１．２

4.0

3.5

5.2

０３５

(TH68-
l40）

注ｌ）2003年、平均穂数株５株について調査。

２）粒粉密度は穂長１ｃｍ当たりの新粒籾数を全穂について調査。

３）苦の発生状況は各株の最長惇から10穂、計50穂について澗査。

４）苦長は有苦籾について苦の長い方から30％の籾を調査。

第６表いもち病真性抵抗性遺伝子型の推定（育成地）



６．６

１１．５

８７．７

３１．８

２１．３

第７表いもち病ほ場抵抗性検定（育成地）

15.5

18.7

34.0

40.9

46.2

振
密
型

lＯＯ

ｌＯＯ

注ｌ）調査年次は2002年～2004年で、３か年の平均値を示した。

２）玄米外観品質は、未熟米（乳白米、腹白米、心白米、背白米)、死米、発芽粒、着色粒等の発生程度及

び粒揃い、光沢等の総合的な形質を達観調達し、ｌ（上・上）～９（下・下）の9段階で評価した。

品種名 発 病 程 度
評価

4.7

4.3

20.8

20.3

５６

８０

2000年2001年2002年平均

9３

８９

弱
弱

強
中
や
や

や
や

中
中
弱
中

ちぱ28号
初星

ひとめぽれ

コシヒカリ

５
９
５
５

２
２
３
３

５
３
２
５

●
甲
●
●

３
５
６
６

３
５
８
８

２
３
４
４

８
９
８
９

Ｂ
申
●
●

２
３
４
４

．
Ｉ傘

駈
雄
十

〃 ３
１
６
０

●
●
①
○

７
７
７
７

５
０
５
０

⑤
●
●
申

７
８
９
７

５
０
０
０

４
６
６
５

４
０
７
３

●
●
●
●

６
７
７
６

574

577

１
１
１

強
中
弱

く
く
く

ヤマビコ

金南風
愛知旭

２
４
７

●
●
●

６
６
８

５
５
５

●
申
●

７
７
８

０
５
５

●
由
●

５
５
６

２
５
９

●
色
●

６
６
７

ａ
ａ
ａ

厩
荷
伍

1629

1683

ｊ
ｊ
ｊ

強
中
弱

く
く
く

トヨニシキ

キヨニシキ

ササニシキ

５
３
５

●
●
●

２
３
３

９
９
９

●
●
●

２
３
５

０
３
３

■
●
●

３
３
４

８
５
６

号
●
、

２
３
４

ａ
ａ
ａ

〃
〃
”

ｺｼﾋｶﾘ：：：:：

１
１
１

強
中
弱

く
く
く

（強）

(やや弱）

（弱）

トドロキワセ

藤坂５号
イナバワセ

1.3

6.4

7.0

２．７

６．５

６．２

1.8

4.5

5.0

1．９

５．８

６．１

●
１
．
１
．
１

月
〃
〃

４．７

６．３

８．０

５
０
０

●
●
●

５
８
９

５
０
０

ｐ
ｐ
ｐ

４
５
７

９
４
０

●
●
●

４
６
８

5.3

5.7

注ｌ）葉いもち検定は、防風網で防風、遮光した畑ほ場に５月下旬～６月上旬に播種し、７月上～中旬に３回調査した平均値。窒

素施用凪は基肥20kg/lOa、追肥は３葉期頃に20kg/IOao発病を安定させるため、037菌系接種による「コシヒカリ」幼苗の

羅病葉を自然発病前に散布し、日没時にスプリンクラーで散水した。

２）穂いもち検定は、防風網で防風、遮光した水田ほ場に６月下旬～７月上旬に移植し、出穂後25日に調査した。窒素施用風は

基肥９kg/lOa、追肥は６ｋｇ/lOao発病を安定させるため、「若水」を試験区の周囲に移植（スプレッター）し、畑晩播検定
ほ場で椛病させた「若水」を分げつ期にスプレッター内に配髄し、日没時にスプリンクラーで散水した。

３）発病程度は、葉いもち検定が０（無病斑）～1０（全茎葉枯死)、漣いもち検定が０（無病斑）～１０（全籾擢病)。

４）評価の（）内は、「ちば28号」と同じ真性抵抗性遺伝子を持つと推定されている基準品菰の評価基率である。

第８表耐冷性検定試験（育成地） 第９表穂発芽性検定試験（育成地）

2１．７

２１．６

2０

３１

不稔率(％） 置床後日数と発芽率(％）
総合
評価

評価品種名

７
７
７

●
①
●

４
４
４

613

649

品種名 ２００１を 2002個2002年2003年平均

1４７４

１５７２初星(対照)：：：：
､

３日５日７日評価３日５日７日評価

水田作
研究室

(千葉市）

ちば28号
はなの舞い
ハヤヒカリ

初星
コシヒカリ

極強
（極強）
（弱）

(やや強）
（強）

西川・林・和田・長島・謂藤・小山・渡部：中生、耐冷、いもち病抵抗性、良質・良食味水稲新品種「ちば28号」の育成

3.3

3.3

11.1

15.1

60.9

36.4

33.8

7９

ちば28号
初星
コシヒカリ

ﾋメノモチ

７ ０ 難
８５(極難）
３０（難）

1００（易）

５極難難
２(極難)(極難）

2５（難）（難）
9０（易）（易）

５
５
８
５

２
３
９

５
０
０
５

４
６
２
９

２
１
２
５２

３
１
７
０６

23.0

22.5

注１）成熟期に５穂を採種し、冷蔵庫（４℃）で保管後、供試系統が揃った段

階で、温度27℃、湿度95％以上の定温器に皿床した。世床後の発芽籾の

割合を達観調査した。

２）沸価の（）内は基準品種の評価規迩。

1６

２６

注ｌ）冷温処理による不稔率を示した。冷温処理はポット栽培した

個体について、葉耳間長が±０ｃｍの茎が現れた時点から、気

温17℃、日長４時間で７日間処理した。

２）評価の（）内は基準品穂の評価規噸。

第10表生産力検定試験における「ちば28号」の収量及び玄米外観品質

1０８

１０４

窒素施用量

(kg／10a）
精玄
米重

(kg／
ｌＯａ）

匪
撫
比
”

屑米
重

(kg／
１０ａ）

全重

(kg／
１０ａ）

玄米
千粒重

（９）

玄米

外観
品質

調査地点品種名

665

674

基 肥 穂肥

1517

1584

０
０
０

●
●
●

３
６
９

０
０
０

●
●
ｅ

３
３
３

1364

1411

1475

5６１

５８７

６０１

105

101

104

１０

１０

１４

23.8

23.5

23.1

７
３
７

●
申
●

３
３
３

ちば28号

ちば28号：：：:：

認諜)初星(対照)：：
９．０

０
０
０

●
●
●

３
３
３

1321

1435

1471

534

580

578

lＯＯ

ｌＯＯ

ｌＯＯ

９
ｍ
Ⅳ

23.2

22.8

22.5

０
３
７

●
●
●

５
４
４

コシヒカリ
０
０
０

●
●
●

３
６
９

０
０
０

●
●
●

３
３
３

1444

1538

1567

559

578

547

５
０
５

ｍ
ｍ
９

０
５
２

３
３
５

21.3

21.0

20.6



3.0

4.0

第11表現地試験における「ちば28号」の収量及び玄米外観品質

千葉県農業総合研究センター研究報告第５号（2006）

畳素施用量

(kg／lOa）
精玄

米重

(kg／
ｌＯａ）

匪
搾
比
”

屑米
重

(kg／
ｌＯａ）

全重

(kg／
ｌＯａ）

玄米
千粒重

（９）

玄米

外観
品質

調査地点品種名

1２８５

１１５５

基肥穂 肥

4９９

４３１

ちば28号

初星(対照）

コシヒカリ

０
０
０

●
■
●

３
３
３

０
０
０

●
●
●

６
６
６

1５２７

１５１９

１５７６

617

588

588

１０５

１００

１００

1５０

１３０

３７７

23.4

23.1

21.3

３
３
３

●
●
●

３
４
４

成東町

3.0

3.0

干潟町錨縞
5.4

5.4

１
１

●
●

３
３

1629

1620

659

635

1０４

１００

1７７

１８７

23.7

23.1

3．１

４．６

種「はなの舞い」よりやや低く、障害型耐冷性は『極強』

と判断された(第８表)。

（４）その他の障害抵抗性

耐倒伏性は「初星」並の『強』で、「コシヒカリ」よ

り明らかに強い（第３及び４表)。また、穂発芽性は「コ

シヒカリ」並の『難』である（第９表)。

長生村綴鶏
6.4

6.4

4.3

4.3

1４７９

１４５２

606

593

１０２

１００

9７

９３

23.1

22.6

3．５

５．１

5.12

5.09

4.87

成田市潤鯛
2.4

2.4

3.0

3.0

1３６１

１３３２

549

523

1０５

１００

7５

６５

24.3

23.7

3.0

5.2

1５．２

１４．６

１３．８

鴨川市．螺繍)::：
2.0

2.0

1２７０

１３７０

512

540

妬
皿

６０

２００

23.7

21.8

8０

1.73

1.77

1.72

栗源町。礁漁）
3.0

3.0

2.0

2.0

３
０
０

●
。
●

８
５
４

初星２２．５１４．３

１１６

１００

卯
血

22.4

20.8

コシヒカリ２２．８１４．１

注ｌ）2003年、ＴＲ－２型（Kett）で掲梢し、Ｃ－３００（Kett）で白度を、

ライスタ』（Kett）で水分を測定した。

２）旺芽残存歩合は１００粒について調査した。

注ｌ）調査年次は、成東町、干潟町及び長生村が2002年～2004年、成田市が2003年～200‘１年、鴇川市及

び栗源町が2003年で、平均値を示した。

２）玄米外観品質は、第１０表と同様に、１（上・上）～９（下・下）の９段階で評価した。

第12表玄米の形状（育成地）

39.4

39.8

41.0

０
５
０

５
５
６

品種名編(編)馬(長零幅)(長さ×幅）
大きさ

７
３
０

●
■
■

０
０
０

ちば28号
初星
コシヒカリ

41.8

42.4

43.3

2.96

2.88

2.83

2.16

2.10

1.97

３
０
５

６
５
３

０
５
０

５
５
６

91.1

90.7

90.5

注ｌ）2003年。形状は粒厚1.8mm以上の玄米50粒について調査し、

平均値で示した。

２）下図のように、長さは玄米の最長径を、幅は玄米の腹から背

にかけての最短径を、厚さは玄米を腹側または背側から見た

ときの殿短径を測定した。 ３．収量性

基肥窒素施用量が6.0kg／lＯａ（標準施肥）条件で栽

培した場合、ｌＯａ当たり精玄米収量は、育成地(佐原市）

では587kgで、「初星」及び「コシヒカリ」並となり、生

産技術部水田作研究室（千葉市）では「初星」並の674ｋｇ

で、「コシヒカリ」より多かった。基肥窒素施用量が

3.0kg／lＯａ（少肥）と6.0kg／lＯａ（標準施肥）の精玄

米収量を比較すると、「ちば28号」は「初星」に比べて少

肥による収量の低下が少なかった（第10表)。「初星」を

対照品種とした現地試験では、「ちば28号」の精玄米収量

は「初星」並～やや多かった（第11表)。

芽

90.8

90.6

90.4

掲 精 禍 精
時間 歩 合
(秒）（％）

１
H震Ｉ

第13表掲精試験（育成地）

４．品質・食味特性

「ちば28号」の玄米の形状は、「初星」に比較して長さ

は同等で、幅と厚さが３％大きく、「コシヒカリ」に比

較して長さと幅が５％、厚さが10％大きい（第12表、写

真３)。

玄米千粒重は22.5～24.09と｢初星｣より１～６％、「コ

シヒカリ」より１１～12％重い（第１O及び'1表)。玄米の外

観品質は、光沢があり、乳白米や腹白米の発生が少なく、

「コシヒカリ」より良好で、「初星」より明らかに良好で

ある（第１O及び'1表、写真３)。揚精歩合、褐精白度及び

旺芽残存歩合は「コシヒカリ」並である（第13表)。

玄米

水分
(％）

精白米旺芽残
白度序挿

品種名玄米
白度

ちば28号２２．８１４．２
０
５
０

５
５
６

90.6

90.3

90.1

39.6

40.6

41.7
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第14表食味官能試験（育成地）

試験

年月日 蔵品種名外観香り味軟らかさ粘り総合評価判定
1999.12.78名ちば28号０．１３

コシヒカリ０．１３

2000.10.308名ちば28号０．２５
コシヒカリ０．２５

2001.10.2210名ちば28号０．００
コシヒカリ０．２０

2001.12.1811名ちぱ28号０．００
コシヒカリ０．００

2002.10.178名ちば28号-0.13
コシヒカリ０．１３

2００３．１．８

6回の平均

9名ちば28号
コシヒカリ

ちば28号

コシヒカリ

0.22

0.33

0.08

0.17

０．０００．６３＊＊

-0.25＊０．７５＊＊

0.00

0.00

0.75＊＊

0.38＊＊

-0.10＊０．４０＊

０．０００．６０＊＊

0.00

0.00

0.45＊

0.55＊＊

0.50＊０．３８＊＊

0.38０．６３＊＊

０．１３

０．２５

0.60＊＊

0.50＊＊

0.38

０．３８

0.40＊

０．７０＊＊

0.27＊０．２７

０．０００．０９

-0.13

０．００

0.63＊＊0.13

0.13-0.13

0.25

0.13

0．１１

０．２２

-0.02

-0.01

0.44＊＊

0.44＊＊

0.55

0.48

０．２２

０．１１

０３１

０．１９

0.67＊＊

０．３３＊

0.39

0.38

0.63＊＊

0.88＊＊

0.75＊＊

0.38＊

0.50＊＊

0.80＊＊

0.55＊＊

0.55＊＊

0.38

0.25

０．６７＊＊

０．６７＊＊

0.58

0.59

2.0

2.0

2.0

2.5

2.0

2.0

2.0

2.0

3.0

3.0

2.0

2.0

2.2

2.3

注１）「初星」を基準品樋とし、軟らかさは＋５（かなり欲らかい）～－５（かなり硬い)、粘りは＋５（かなり強い）～－５（かなり

弱い)、その他の食味形質及び総合評価は＋５（かなり良）～－５（かなり不良）で擁価した。

２）＊＊は１％水準で、＊は５％水準で「初星」との有意雄があることを示す。

３）食味の判定は、ｌ（上・上）～９（下・下）の９段階で押価し．「初星」は3.0に位i''づけて示した｡。

第15表粗タンパク及びアミロース含有率 Ⅳ適地及び栽培上の注意

品種名

ちば２８号

初星

コシヒカリ

玄米

粗タンパク

含有率

（乾物％）

7.6

7.7

7.9

白米

アミロース

含有率

（現物％）

18.1

20.8

18.8

注ｌ）2003年産米について、乾式燃焼法及びオートアナラ

イザ一法で分析した。

２）アミロース含迅は､現物(水分15％)のデータを示した。

「ちば28号」の食味は、「初星」に比較して、特に味が

良好で、総合評価が高く、外観、香り、味、柔らかさ、

粘りの各項目とも「コシヒカリ」並であり、総合評価は

「コシヒカリ」並の良食味である（第14表)。「ちば28号」

の玄米の粗タンパク含有率は「初星」や「コシヒカリ」

並で、アミロース含有率は「初星」より低く、「コシヒ

カリ」並である（第15表)。

１．「ちば28号」は県内全域で栽培可能である。

２．「ちば28号」は耐倒伏性に優れるが、窒素施用量が

過剰で、穂数及び籾数が多すぎると、本品種の特長であ

る大粒・良質・良食味の特性が発揮できないので、土壊

条件に応じた適正な肥培管理が必要である。当センター

生産技術部水田作研究室では、2006年度からの一般栽培

に向けて詳細な栽培法を検討中である。

Ｖ命名の由来

千葉で育成された28番目の系統（28号）であり、倒伏

やいもち病に強く、冷害や夏の高温などの気象変動にも

強いことから、人気アニメのヒーローをイメージして、

2004年２月に命名された。

第16表「ちば28号」の育成者の担当世代

育成者担当世代

西川康之

林玲子

和田潔志

長島正

斎藤幸一

小山豊

渡部富男

交配～Ｆｌｏ

交配～Ｆｌｏ

交配～Ｆ７

Ｆ８～Ｆｌｏ

Ｆ８～Ｆｌｏ

Ｆ４～Ｆ７

交配～Ｆ３

農業総合研究センター・育種研究所・水稲育種研究室

農業総合研究センター・育種研究所・水稲育種研究室

故人

農業総合研究センター・育種研究所・水稲育種研究室

農業総合研究センター・育穂研究所・水稲育種研究室

農業総合研究センター・生産技術部・水田作研究室

農業総合研究センター・企画調整部

注）水稲育樋研究室の、柳川信子（2002年退職)、柵取勝、石井喜美子、橘本すみ子、篠塚敏の各氏

には調査、敵子鋼製及びほ場梼理に尽力Iliiいた。

８１



成熟期耐埋伏

Ⅷ摘要Ⅵ育成従事者

「ちば28号」は、旧千葉県農業試験場・北総営農技術

指導所・水田作営農研究室（現千葉県農業総合研究セン

ター・育種研究所･水稲育種研究室）において、「中部６４

号」に「千葉６号（ふさおとめ)」を人工交配して育成

された、中生、耐冷、いもち病抵抗性、良質・良食味水

稲梗品種で、2005年に本県で奨励品種に採用された。

「ちぱ28号」の特性は以下のとおりである。

１．本品種は、「初星」とほぼ同熟期の中生糎品種であ

る。稗長及び穂長は『やや短』、穂数は『中』で、草型

は『中間型』である。耐倒伏性は『強』である。成熟期

の止葉の葉身の姿勢は、「初星」や「コシヒカリ」より

やや立つ『半立』である。

２．いもち病真性抵抗性遺伝子型はPitz、厨ｊで、いも

ち病ほ場抵抗性は、葉いもちは『中』、穂いもちは『強』

である。耐冷性は『極強』で、穂発芽性は『難』である。

３．収量性は「初星」並～やや多である。玄米千粒重

は22.5～24.09と大粒で、玄米の外観品質は良好である。

食味は「コシヒカリ」並に良好である。

４．本品種の特長は、本県早期栽培の高温登熟条件下

において、大粒かつ玄米外観品質が良好な点と、耐倒伏

性及びいもち病抵抗性に優れ、良食味な点にある。

「ちぱ28号」の育成従事者と、関係した育成世代は第

16表のとおりである。

Ⅶ 考察

「ちば28号」の各種抵抗性は第17表のようにまとめら

れる。

千葉県の主要な水稲奨励品種は「ふさおとめ｣、「ひと

めぼれ」及び「コシヒカリ」であり、これらの３品種は

耐倒伏性が中～極弱で、いもち病抵抗性が弱い。これに

対して、「ちば28号」は耐倒伏’性に優れるため、地力窒素

や潅概水からの窒素供給量が多く、前記の主要３品種が

栽培しにくい水田にも普及が可能と考えられる。千葉県

では、耐倒伏性が強い良質・良食味の中生品種「ちば２８

号」の普及によって、中生品種の作付面積比率の拡大を

図り、早生、中生、晩生品種の作付面積比率を２：２：

６の割合にする振興方針を明らかにしている。早生、中

生、晩生品種をバランス良く組み合わせて栽培すること

によって、気象災害に対する危険分散が図られるほか、

大型乾燥調製施設の有効利用が期待される。また、「ち

ぱ28号」が大規模経営に導入されることで、収穫や乾燥

調製作業の効率が高まり、経営の安定に寄与すると考え

られる。さらに、いもち病抵抗性が強い「ちぱ28号」は、

いもち病防除剤の箱施用など予防的防除に頼らざるを得

なかった谷津田地帯や九十九里沿岸の海岸地域等のいも

ち病常発地への普及が見込まれ、過剰防除や耐性菌発生

を防ぐ役割を担うと考えられる。このように、「ちば２８

号」は既存の奨励品種の欠点を補う位置づけで、広く普

及する可能性が高い。

近年は、選別時におけるグレーダーの網目を1.9～

2.0ｍｍの大きさで調製し、粒張りの良い米を出荷して

差別化を図る試みが増加している。粒厚が厚い「ちば２８

号」は1.9～2.0ｍｍで調製しても歩留まりが高いと考え

られ、粒張りが良く、良質・良食味な米として、県産米

の評価向上並びに稲作生産者の経営安定に寄与すると考

えられる。

引用文献
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千葉県農業共済組合連合会(2003)．水稲病害虫防除事業

実績報告書．１８．

千葉県農業試験場(1991)．水稲奨励品種決定基本調査成

績書．19-51．

農林水産省農業研究センター(1995)．農業研究センター

研究資料．３０．イネ育種マニュアル．3-45．茨城．

渡部富男・和田潔志・西川康之・長島正・林玲子・伊東

靖之・小原麻里・藤家梓（1998)．早生，耐冷，良

質・良食味水稲新品種「ふさおとめ」の育成．千葉
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千葉県主要水稲奨励品種の各種抵抗性第17表

唖
嘩
癖
強

いもち病抵抗性

千葉県農業総合研究センター研究報告第５号（2006）

耐冷性品種名

中
強

やや弱

極弱

葉いもち穂いもち

やや弱

中

弱

弱

中
強

やや弱

やや弱

ふさおとめ

ちば28号

ひとめぽれ
コシヒカリ

生
生
生
生

早
中
中
晩

8２
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附表「ちば28号」の稲種苗特性分類一覧

西川・林・和田・長島・需藤・小山・渡部：中生、耐冷、いもち病抵抗性、良質・良食味水稲新品種「ちば28号」の育成

注）グループｌの形質は必須項目。

3 ３葉緑色の程度５中５中５中
３４葉鞘アントシアニンの着色ｌ無ｌ無ｌ無
３６ 葉 身 表 面 の毛茸５中５中５中
3７ 葉 襟 の ア ン ト シアニン着色１無１無ｌ無
3 ８ 葉葉舌の形３裂形３裂形３裂形
3９ 葉 葉 舌 の 色ｌ無色ｌ無色ｌ無色
4２稗形状４半立～開３半立４半立～開
４４雄性不稔 １ 無 １ 無 ｌ 無
４５外穎キール(竜骨)のｱﾝﾄｼｱﾆﾝ埼色(出穂期）1無又は極淡１無又は極淡ｌ無又は極淡
4 ６ 外頂部下のアントシアニン蒋色(出穂期）１無又は極淡１無又は極淡ｌ無又は極淡

4８稗太さ５中４やや細５中
5１穂苦９有９有９有
5２穂苦の色（初期観察）ｌ黄白ｌ黄白ｌ黄白
5 ３穂最長苦の長さ１極短１極短ｌ極短
5４穂苦の色（後期観察）ｌ黄白ｌ黄白ｌ黄白
5５ 穂 ２ 次 枝 梗の有無９有９有９有
5７穂 抽出 度９ 穂軸 もよ く抽出９馳軸もよく抽出９穂軸もよく抽出
５９外穎キール(竃骨)のｱﾝﾄｼｱﾆﾝ埼色(成熟期）１無又は極淡ｌ無又は極淡ｌ無又は極淡
６０外穎頂部下のｱﾝﾄｼｱﾆﾝ職色(成熟期）１無又は極淡ｌ無又は極淡ｌ無又は極淡

２

６
８
７
７
－
５
５
５

１１

８
７
７
７
’
７
５
５

１１

無
》
》
牲
無
》
無
短

無

立～半立
半立～水平

晩生

無

長
無

やや短

２葉葉耳のアントシアニン色
４止葉葉身の姿勢（初期観察）
５止葉葉身の姿勢（後期観察）
６出穂期(50％出穂）

７外穎頂部のｱﾝﾄｼｱﾆﾝ粉色〈初期観察）
８稗長さ
９稗節のアントシアニン色
1０ 穂主軸の長さ

｛
ユ

無
畔
粒
牲
無
『
無
》

｛
ユ

１
２
４
７
１
７
１
４

１
２
４
５
１
４
１
３

１
２
３
５
１
４
１
４

1１穂穂数５中７多５中
1２ 穂 苦 の 分 布５全体５全体５全体
１３小穂外穎の毛茸 の 多 少 ５ 中 ５ 中 ５ 中
１４小 穂外穎先端の色（ふ先色）ｌ白ｌ白１白
1５穂主軸の湾曲程度６垂れる～屈曲６垂れる～屈曲６垂れる～屈曲
1６穂穂型２紡錘形２紡錘形２紡錘形
１７成熟期５中生５中生７晩生
１８穎色色１黄白ｌ黄白ｌ黄白
１ ９穎 色模様ｌ無ｌ無ｌ無
２０外頂口のアントシアニン着色１無又は極淡ｌ無又は極淡ｌ無又は極淡
２１護穎長さ５中５中５中
２２護穎 色１黄白ｌ黄白ｌ黄白
2３籾 1 , 0 0 0 粒 重（成熟）６やや大６やや大５中
2４籾穎のフェノール反応１無ｌ無ｌ無
２ ６玄米長さ６やや長６やや長５中
２７玄米幅６や や 太 ５ 中 ５ 中
２ ８玄米形(側面から見て）２半円２半円２半円
２９玄米色２淡褐２淡褐２淡褐

3０玄米香りｌ無又は極弱ｌ無又は極弱ｌ無又は極弱
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西川・林・和田・長島・斎藤・小山・渡部：中生、耐冷、いもち病抵抗性、良質・良食味水稲新品種「ちば28号」の育成

‘‘Chiba28'，ANewRiceCultivarwithMediumMaturity;HighColdResistance，

HighHeldResistancetoBlast,GoodGrainQualityandExcellentEating

Quality

YasuyukiNIsHIKAwA,ReikoHAYAsHI,KiyoshiWADA,nldashiNAGAsHIMA，

KoichiSAITo,YutakaKoYAMAand'IbmioWAmNABE

Keywords：paddyrice,Chiba28,coldresistance,blastresistance,eatingquality

Sｕｍｍｑｒｙ

“Chiba28，，isanewnonglutinouspaddyricecultivar,developedattheChibaPrefbcturalAgriculture

ResearchCenter・ThiscultivarwasreleasedintoChibaPrefectureasarecommendedcultivarin2005．

"Chiba28”wasestablishedfromthecrossbetween“Chubu64，，ａｎｄ‘‘Chiba6，，(Fusaotome,later).The

ripeningstageof“Chiba28，，undertheearlyseasoncultureinChibaprefbctureisabouttendaysear‐

ｌｉｅｒｔｈａｎｔｈａｔｏｆ“Koshihikari”andclassifiedintothemediummaturityinthisprefbcture・Culm

heightandpaniclelengthbelongtoslightshortergroup・Planttypeof“Chiba28，，isclassifiedintothe

intermediatetype．“Chiba28”showsasuperiorfieldresistancetopanicleblastandestimatedtopos‐

sessresistancegenesPiZzandP〃toblastdisease・Inaddition,thecoldresistanceof“Chiba28，，atthe

bootingstageisexcellent,comparableto“Hananomai''．“Chiba28''istoleranttolodgingbyitsmoder‐

atelyshortandstiffCulm・Theoccurrenceofsproutingbefbreharvestarerare・Ｂｒｏｗｎｒｉｃｅｏｆ“Chiba

28，，isslightlylarge,anditsthousandgrainweightrangedfrom２２．５ｔｏ24.09．Overlookingofgrainis

superiortoｔｈａｔｏｆ“Koshihikari”anditseatingqualityisexcellent,comparableｔｏ“Koshihikari，，、The

yieldingabilityof℃hiba28，，issimilarorslightlyhigherthan‘‘Hatsuboshi，，,anddistinctlysuperiorto

‘‘Koshihikari，，、Thespecificcharacteristicsof“Chiba28，，arehighlyresistancestopanicleblastand

lodging，andappearanceofsuperiorgrainqualityunderhightemperatureatripeningperiodinthe

earlyseasoncultureinChibaprefecture．
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